
書

評

小
菅
麻
起
子
著

『
初
期
寺
山
修
司
研
究

「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」か
ら『
空
に
は
本
』』

後
藤

隆
基

俳
人
、
詩
人
、
小
説
家
、
随
筆
家
、
写
真
家
、

俳
優
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
競
馬
評
論
家
、
映

画
監
督
、
作
詞
家
、
天
井
桟
敷
主
宰
…
…
。
改
め

て
並
べ
て
み
る
こ
と
さ
え
も
た
め
ら
わ
れ
る
の
だ

が
、
じ
つ
に
多
種
多
様
な
創
作
活
動
を
お
こ
な
っ

て
き
た
寺
山
修
司
は
、
自
身
の
本
業
を
問
わ
れ
る

と
「
僕
の
職
業
は
寺
山
修
司
で
す
」
と
答
え
る
の

が
常
だ
っ
た
と
い
う
。

〈
寺
山
修
司
〉
と
い
う
多
面
体
の
全
貌
を
捉
え

る
こ
と
は
果
た
し
て
可
能
な
の
か
。
本
書
の
「
は

じ
め
に

寺
山
修
司
研
究
の
課
題
」
の
冒
頭
で
は

端
的
に
こ
う
述
べ
ら
れ
る
。

寺
山
修
司
の
創
作
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
た
め
に
、
そ
の
全
貌
を
個
人
が
検
証

す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
各
ジ
ャ
ン
ル
、
各

時
代
の
研
究
成
果
が
あ
る
程
度
出
揃
っ
た
と

こ
ろ
で
は
じ
め
て
、〈
総
体
と
し
て
の
寺
山

修
司
〉
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
に
記
さ
れ
る
困
難
は
、
寺
山
研
究
に
つ
き

ま
と
う
根
源
的
な
課
題
で
も
あ
る
。

寺
山
の
広
範
な
文
業
の
中
で
も
、
と
く
に
「
一

九
五
四
年
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」
と
そ

の
前
後
か
ら
、
一
九
五
八
年
の
第
一
歌
集
『
空
に

は
本
』
ま
で
」
―
―
「
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
前

半
」（「
は
じ
め
に
」）
に
発
表
さ
れ
た
初
期
詩
歌

を
対
象
と
す
る
本
書
は
、
書
名
に
も
明
ら
か
な
ご

と
く
、
そ
の
二
つ
の
軸
に
よ
っ
て
二
部
に
構
成
さ

れ
て
い
る
。
従
来
研
究
の
手
薄
で
あ
っ
た
「
初
期

短
歌
」
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
に
照
準
を
絞
り
、

そ
の
文
学
的
生
涯
の
起
点
と
そ
の
軌
跡
を
探
ろ
う

と
す
る
試
み
で
あ
る
。

著
者
の
寺
山
修
司
研
究
は
、
ま
ず
少
年
期
か
ら

青
年
期
の
資
料
整
理
に
基
づ
く
実
証
的
な
蓄
積
が

評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
成
果

と
し
て
『
寺
山
修
司
青
春
書
簡
―
恩
師
・
中
野
ト

ク
へ
の
７５
通
―
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
五
年
）
が

公
刊
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
収
め
ら
れ
た
書
簡
群

は
本
書
の
各
論
に
お
い
て
も
基
底
の
一
部
を
な

し
、
し
ば
し
ば
議
論
の
傍
証
と
し
て
登
場
す
る
。

伝
説
化
さ
れ
る
寺
山
像
に
対
し
て
、
一
次
資
料
の

渉
猟
に
よ
っ
て
実
体
に
光
を
あ
て
る
こ
と
が
研
究

の
第
一
義
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
が
序
章
で
「「
年
譜
」
を

め
ぐ
る
問
題
点
」
を
検
討
課
題
と
し
た
こ
と
は
、

当
然
で
も
あ
っ
た
。
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
、
寺
山

の
没
後
三
十
年
と
い
う
時
点
に
お
い
て
も
「
い
ま

だ
寺
山
修
司
に
は
正
確
な
「
年
譜
」
が
な
い
」

（
一
四
頁
）
こ
と
に
対
し
て
問
題
を
提
起
し
、
①

出
生
年
月
日
、
②
中
学
転
校
の
時
期
、
③
歌
壇
デ

ビ
ュ
ー
時
の
呼
称
、
④
早
稲
田
大
学
中
退
の
時
期

と
い
う
四
点
に
つ
い
て
調
査
の
現
状
を
報
告
し

た
。
こ
う
し
た
精
緻
な
作
業
の
蓄
積
こ
そ
が
、
寺

山
年
譜
完
成
の
一
歩
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
著
者
が
述
べ
る
「〈
寺
山
修
司
研
究
〉
に
お

い
て
〈
伝
記
研
究
〉
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち

得
る
か
」（
三
一
頁
）
と
い
う
疑
問
に
も
や
が
て

答
え
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

「
Ⅰ

デ
ビ
ュ
ー
作
「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」
と
そ
の

前
後
」
と
さ
れ
た
前
半
部
は
、
第
一
章
「
十
代
歌

人
〈
寺
山
修
司
〉
の
登
場
―
―
「
父
還
せ
」
か
ら

「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」
へ
」
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
る
。

一
九
五
四
年
十
一
月
に
『
短
歌
研
究
』
の
「
第
二

回
五
十
首
応
募
作
品
」
で
特
選
を
受
賞
し
た
寺
山

の
歌
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」
は
、
応
募

時
の
表
題
は
「
父
還
せ
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
編

集
者
の
中
井
英
夫
が
内
容
の
部
分
的
な
削
除
（
五

十
首
↓
三
十
四
首
）
と
共
に
改
題
し
た
。
著
者
は
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そ
の
理
由
と
し
て
、
原
題
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
「
戦
争
の
傷
痕
」
を
抹
消
す
る
こ
と
で
戦
後

十
年
を
経
た
時
点
で
の
「
無
傷
の
若
さ
」
を
象
徴

さ
せ
、
同
時
代
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
受
容
も
ふ
ま
え
つ

つ
、
歌
壇
に
「
新
風
」
を
起
こ
す
「
十
代
歌
人
」

の
登
場
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
編
集
者
側
の
意
図
を
み

る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
―
―
十

代
の
若
者
た
ち
を
と
り
あ
げ
た
社
会
現
象
の
な
か

で
〈
寺
山
修
司
〉
と
い
う
新
進
歌
人
像
が
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
時
代
の
潮
流
に
乗
っ

た
中
井
英
夫
の
戦
略
意
図
を
、
寺
山
自
身
「
誰
よ

り
も
早
く
得
心
し
た
」（
五
一
頁
）
と
推
測
し
て

い
る
。

第
二
章
「「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」
の
源
流
―
―
高
校

時
代
の
短
歌
」
で
は
、
一
九
五
四
年
の
「
チ
ェ
ホ

フ
祭
」
収
録
歌
群
の
う
ち
、
寺
山
の
歌
壇
デ
ビ
ュ

ー
以
前
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
初
出
紙
誌
調
査
に

よ
っ
て
「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」
の
「
源
流
」
を
検
討
し

て
い
る
。
従
来
は
高
校
時
代
か
ら
創
作
活
動
の
中

心
だ
っ
た
俳
句
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
中
学
時
代
に
石
川
啄
木
、
与
謝
野
晶
子
、
北

原
白
秋
ら
の
影
響
を
受
け
た
短
歌
の
習
作
時
代
が

あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、「
チ
ェ
ホ
フ
祭
」
の
「
源

流
」
は
一
九
五
二
年
の
高
校
二
年
生
頃
に
ま
で
遡

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

第
二
章
で
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
寺
山
は
早

く
か
ら
啄
木
の
影
響
下
に
あ
り
、
や
が
て
自
他
と

も
に
「
昭
和
の
啄
木
」
と
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
ん
な
啄
木
と
の
関
係
を
論
じ
た
の
が
、
第
三
章

「
寺
山
修
司
に
お
け
る
〈
啄
木
〉
の
存
在
―
―

〈
啄
木
〉
と
の
出
会
い
と
別
れ
」
で
あ
る
。
十
代

の
頃
の
啄
木
へ
の
憧
憬
と
傾
倒
、
作
品
に
み
え
る

啄
木
受
容
の
痕
跡
を
指
摘
し
、
東
京
／
東
北
と
い

う
言
葉
の
問
題
を
視
座
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
詠
む

こ
と
で
寺
山
の
詩
歌
が
同
時
代
の
若
者
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
、
演
劇
活
動
を
開
始

し
た
後
年
に
執
筆
さ
れ
た
啄
木
論
の
異
同
検
討
を

お
こ
な
い
、
啄
木
と
訣
別
す
る
こ
と
で
「
私
」
を

起
点
と
す
る
自
己
肯
定
と
内
面
化
―
―
「
短
歌
的

「
モ
ノ
ロ
ー
グ
」
か
ら
」
他
者
と
の
関
係
に
よ
る

演
劇
的
「
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
」
の
世
界
へ
」（
九

〇
頁
）
へ
の
転
換
を
図
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
視
点
は
、
寺
山
の
演
劇
表
現
を
考
え
る

上
で
も
有
効
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
ろ

う
。
く
わ
え
て
著
者
は
、
後
年
に
な
っ
て
、
訣
別

し
た
は
ず
の
〈
啄
木
〉
を
引
用
、
紹
介
し
、
ふ
た

た
び
作
歌
し
て
い
た
寺
山
の
短
詩
型
文
学
へ
の
執

心
を
認
め
て
い
る
。

第
四
章
「
寺
山
修
司
と
戦
後
の
〈
母
も
の
〉
映

画
―
―
母
子
別
離
の
抒
情
と
大
衆
性
」
で
は
、
寺

山
の
初
期
俳
句
・
短
歌
の
主
要
モ
チ
ー
フ
と
し
て

の
〈
母
〉
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
寺
山
自
身
の

境
涯
と
戦
後
の
「
母
も
の
映
画
」
の
流
行
を
基
底

に
醸
成
さ
れ
た
こ
と
を
、
同
時
代
映
画
の
状
況
等

の
調
査
に
基
づ
き
論
じ
た
。
そ
し
て
「
初
期
の
寺

山
の
短
詩
型
文
学
は
、
自
ら
戦
後
の
母
子
家
庭
を

生
き
る
貧
し
い
若
者
の
一
人
と
し
て
、
大
衆
文
化

の
共
感
的
理
解
の
上
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
」（
一
一
六
頁
）
と
総
括
し
、
映
画
を
軸
と
す

る
戦
後
大
衆
文
化
と
の
関
係
か
ら
、
寺
山
の
創
作

に
お
け
る
大
衆
性
の
所
在
を
見
出
し
て
い
る
。

次
ぐ
第
五
章
「
橋
本
多
佳
子
『
七
曜
』
と
の
交

流
―
―
昭
和
二
十
九
年
奈
良
訪
問
の
記
」
は
、
寺

山
が
そ
の
高
校
時
代
に
あ
っ
て
、
学
内
や
青
森
県

内
の
文
芸
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
規
模
の
俳

句
誌
に
も
投
稿
し
て
い
た
事
実
を
ふ
ま
え
、
と
く

に
『
七
曜
』
を
主
宰
す
る
橋
本
多
佳
子
と
の
交
流

と
初
期
寺
山
作
品
に
お
け
る
橋
本
の
影
響
に
つ
い

て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
章
で
述
べ
ら
れ
た

寺
山
の
〈
母
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
二
人
を
接
続

す
る
鍵
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
寺
山
作
品
に
対
す
る

橋
本
の
選
評
等
か
ら
分
析
し
、
ま
た
『
七
曜
』
が

「
寺
山
の
〈
母
〉
の
句
を
最
初
に
発
見
し
た
」

（
一
三
〇
頁
）
と
述
べ
た
上
で
、
同
誌
を
通
じ
た

同
人
と
の
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
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寺
山
俳
句
の
洗
練
を
促
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
山

口
誓
子
、
橋
本
多
佳
子
と
の
面
会
を
目
的
と
す
る

奈
良
訪
問
（
一
九
五
四
年
七
月
）
が
歌
壇
デ
ビ
ュ

ー
以
前
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
関
係

者
の
証
言
や
資
料
に
基
づ
い
て
そ
の
足
ど
り
と
経

緯
を
明
ら
か
に
し
た
。

橋
本
多
佳
子
と
同
様
、
寺
山
が
親
交
を
も
っ
た

作
家
と
し
て
、
同
人
誌
『
青
銅
文
学
』
を
主
宰
し

た
樫
村
幹
夫
を
と
り
あ
げ
た
の
が
、
第
六
章
「
寺

山
修
司
と
樫
村
幹
夫
―
―
『
青
銅
文
学
』
へ
の
参

加
」
で
あ
る
。
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
た
作
家
と
い
っ
て

よ
い
樫
村
幹
夫
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
寺
山
研
究

で
も
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
資
料
の
綿
密

な
調
査
に
よ
っ
て
樫
村
の
事
績
を
再
構
成
す
る
と

と
も
に
、
共
に
「
十
代
」
の
作
家
／
歌
人
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た
樫
村
と
寺
山
の
交
流
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
寺
山
の
処
女
作
品
集
『
わ
れ
に
五

月
を
』（
一
九
五
七
年
）
の
巻
頭
詩
「
五
月
の
詩
・

序
詞
・
」
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
的
作
品
が
『
青

銅
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
寺
山

作
品
の
成
立
に
お
け
る
意
義
を
注
視
し
て
い
る
。

二
部
構
成
の
後
半
部
は
「
Ⅱ

第
一
歌
集
『
空

に
は
本
』
の
基
礎
的
研
究
」
と
題
さ
れ
、
全
五
章

を
設
け
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

第
七
章
「
作
品
集
『
わ
れ
に
五
月
を
』
に
お
け

る
短
歌
構
成
」
で
は
、
前
述
し
た
『
わ
れ
に
五
月

を
』
に
収
録
さ
れ
た
短
歌
の
う
ち
九
十
二
首
が
翌

年
の
『
空
に
は
本
』（
全
歌
数
は
三
〇
三
首
）
に

収
録
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
各
作
品
の
初
出
紙

誌
の
調
査
か
ら
各
発
表
段
階
に
お
け
る
構
成
の
変

化
や
表
現
の
異
同
等
を
検
討
し
た
。
そ
の
上
で

『
空
に
は
本
』
の
編
集
過
程
で
、
編
集
者
の
中
井

英
夫
が
「
青
春
歌
人
と
し
て
の
〈
寺
山
修
司
〉」

（
一
七
九
頁
）
像
を
見
出
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
の
「
青
春
歌
集
」
の
掉
尾
が
「
祖
国
喪
失
」
と

い
う
「
戦
争
の
傷
痕
を
刻
ん
だ
重
い
テ
ー
マ
に

よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
」（
一
八
七
頁
）
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

そ
う
し
て
編
ま
れ
た
『
空
に
は
本
』
に
集
大
成

さ
れ
る
寺
山
の
初
期
歌
群
だ
が
、
現
在
〈
寺
山
歌

集
〉
の
底
本
と
さ
れ
る
『
寺
山
修
司
全
歌
集
』

（
一
九
七
三
年
）
は
、
作
品
の
配
列
が
変
更
さ
れ

て
い
る
た
め
に
第
一
歌
集
『
空
に
は
本
』
の
全
貌

を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
指
摘
し
、
第

八
章
「『
空
に
は
本
』
と
『
寺
山
修
司
全
歌
集
』

―
―
「
初
期
歌
篇
」
を
め
ぐ
る
問
題
」
で
は
、
寺

山
の
初
期
短
歌
研
究
に
お
い
て
は
、
初
出
調
査
と

歌
集
・
全
歌
集
内
で
の
各
作
品
の
位
置
づ
け
を
検

討
す
る
必
要
を
述
べ
て
い
る
。

前
章
で
得
ら
れ
た
よ
う
な
問
題
意
識
を
念
頭
に

置
き
、
第
九
章
「『
空
に
は
本
』
の
構
成
―
―
八

章
「
浮
浪
児
」・
十
一
章
「
少
年
」
を
中
心
に
」

で
は
『
空
に
は
本
』
の
構
成
を
一
首
ご
と
の
初
出

誌
を
調
査
し
た
上
で
整
理
し
、
全
十
四
章
の
中
か

ら
と
く
に
八
章
「
浮
浪
児
」
と
十
一
章
「
少
年
」

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
初
出
歌
群
か
ら
歌
集
へ

の
配
列
の
組
み
替
え
、
連
作
に
お
け
る
一
首
の
位

置
づ
け
の
変
化
、
推
敲
過
程
に
つ
い
て
分
析
を
お

こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
歌
集
編
集
に
際
す
る
再
構

成
の
手
続
き
を
通
し
て
、
夙
に
菱
川
善
夫
が
指
摘

す
る
「
歌
物
語
的
可
変
性
」
と
い
う
特
徴
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
結
論
づ
け
る
。
本
書
を
貫
く

「
基
礎
的
な
書
誌
事
項
」
の
重
視
と
い
う
姿
勢

が
、
具
体
的
な
作
品
分
析
に
接
続
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
十
章
「『
空
に
は
本
』
に
お
け
る
〈
同
時
代

文
芸
〉
と
い
う
方
法
―
―
堀
辰
雄
・
ラ
デ
ィ
ゲ
・

三
島
由
紀
夫
の
受
容
か
ら
」
で
は
、
寺
山
が
自
身

の
文
学
世
界
を
構
築
す
る
上
で
試
み
た
同
時
代
文

学
の
受
容
に
つ
い
て
、
歌
集
『
空
に
は
本
』
で
の

成
果
を
考
察
し
た
。
た
と
え
ば
、
巻
頭
章
の
タ
イ

ト
ル
「
燃
ゆ
る
頬
」
か
ら
は
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ

ゲ
や
堀
辰
雄
の
同
名
作
品
が
想
起
さ
れ
、
ま
た
十

三
章
「
真
夏
の
死
」
は
三
島
由
紀
夫
の
同
名
小
説

を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
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た
手
続
き
を
経
る
こ
と
で
、
寺
山
の
短
歌
は
「
現

実
の
「
私
」
に
立
脚
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
短
歌
と
、

そ
の
閉
鎖
性
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
戦
後
歌
壇
に

新
風
を
も
た
ら
す
も
の
」（
二
三
一
頁
）
と
し
て
、

読
者
に
迎
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

第
十
一
章
の
「『
空
に
は
本
』
に
お
け
る
定
型

意
識
と
文
体
―
―
塚
本
邦
雄
『
装
飾
楽
句
』
と
の

比
較
」
は
「
短
歌
の
言
語
に
お
け
る
統
計
的
分
析

を
も
と
に
」（
二
三
四
頁
）
寺
山
短
歌
の
「
定
型

意
識
と
文
体
」（
同
前
）
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
同
時
代
歌
壇
で
並
称
さ
れ
た
塚

本
邦
雄
と
の
比
較
、寺
山
の
第
二
歌
集
『
血
と
麦
』

お
よ
び
第
三
歌
集
『
田
園
に
死
す
』
と
の
比
較
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。塚
本
短
歌
に
は
〈
句
跨
り
・

句
割
れ
〉
の
文
体
（
破
調
）
と
「
屈
折
」
と
い
っ

た
表
現
が
み
ら
れ
る
一
方
、寺
山
の
『
空
に
は
本
』

に
そ
う
し
た
〈
前
衛
性
〉
は
な
く
、
塚
本
と
は
対

極
的
な
「
定
型
意
識
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
・
第
三
歌
集
で
は
「
破

調
」
の
著
し
い
作
品
が
頻
出
し
、
寺
山
が
し
だ
い

に
塚
本
の
影
響
を
受
け
た
前
衛
性
・
実
験
性
に
傾

斜
し
て
い
く
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
う
し

た
文
体
上
の
変
化
は
、
や
が
て
「
歌
わ
れ
る
内
容

も
前
衛
的
な
問
題
意
識
を
含
む
も
の
に
変
わ
っ
て

ゆ
く
」（
二
五
一
頁
）
と
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
文

体
と
内
容
の
連
関
に
つ
い
て
の
考
察
が
今
後
期
待

さ
れ
る
。

初
期
詩
歌
―
―
わ
け
て
も
一
九
五
四
年
か
ら
五

八
年
と
い
う
時
間
・
ジ
ャ
ン
ル
を
区
切
っ
て
展
開

さ
れ
る
議
論
の
中
で
、
著
者
の
ま
な
ざ
し
は
当
然

と
い
う
べ
き
か
、
常
に
「〈
総
体
と
し
て
の
寺
山

修
司
〉」
を
射
程
に
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

第
三
章
で
ふ
れ
ら
れ
た
〈
啄
木
〉
と
の
訣
別
と
演

劇
活
動
と
の
関
わ
り
、第
四
章
の
「
母
も
の
映
画
」

か
ら
の
影
響
等
、
本
書
に
お
け
る
初
期
詩
歌
に
関

す
る
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
る
こ
と
で
、
他
ジ
ャ
ン

ル
の
寺
山
修
司
研
究
に
新
た
な
光
が
投
じ
ら
れ
る

可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
が
対
象
と
す
る
時
間
の
終
わ
り
、
す
な
わ

ち
一
九
五
八
年
の
翌
年
に
は
、
早
稲
田
大
学
在
学

中
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
谷
川
俊
太
郎
に

す
す
め
ら
れ
て
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
書
き
始
め
、
一

九
六
〇
年
に
は
戯
曲
「
血
は
立
っ
た
ま
ま
眠
っ
て

い
る
」
が
劇
団
四
季
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
る
わ
け

だ
が
、
個
人
的
な
詩
作
と
演
劇
等
の
複
数
で
お
こ

な
わ
れ
る
協
働
と
の
関
係
を
論
じ
る
上
で
も
、
著

者
の
実
証
的
な
初
期
詩
歌
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
知

見
は
多
い
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
本

書
に
は
「
作
品
内
部
の
基
礎
研
究
と
並
行
し
て
、

戦
後
史
に
お
け
る
〈
寺
山
修
司
〉
と
い
う
観
点
か

ら
の
考
察
」（
一
三
頁
）
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

戦
後
十
年
の
段
階
で
、
社
会
的
事
象
と
し
て
の

「
十
代
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
背
負
っ
て
歌
壇
に

登
場
し
た
新
進
歌
人
で
あ
り
、
初
期
詩
歌
の
中
に

「
戦
争
の
傷
痕
」
が
散
見
す
る
こ
と
は
本
書
で
縷

述
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
境
涯
に
お
い
て
も
、
戦

争
／
戦
後
の
影
が
色
濃
く
存
在
し
て
い
る
の
は
殊

更
言
う
ま
で
も
な
い
。

寺
山
修
司
の
少
年
期
／
青
年
期
か
ら
見
え
る

〈
戦
後
〉
と
は
何
か
。
寺
山
修
司
生
誕
八
十
年
、

戦
後
七
十
年
の
今
、
本
書
を
読
み
直
す
と
き
、
本

書
で
提
起
さ
れ
た
「
戦
後
史
に
お
け
る
〈
寺
山
修

司
〉」
と
い
う
問
題
は
、
初
期
詩
歌
の
み
に
限
定

さ
れ
な
い
意
味
を
も
っ
て
読
み
手
に
訴
え
か
け
て

く
る
。

（
二
〇
一
三
年
三
月

翰
林
書
房

二
九
二
頁

三
六
〇
〇
円
＋
税
）

（
ご
と
う
り
ゅ
う
き

本
学
兼
任
講
師
）
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